
１.議題

意見・質問
　保険料軽減対象者の増加と保険料減額対
象者の減少の状況について、又、今後の動
向について。

回答
　過去５年をみると、国保全世帯数・軽減
世帯数ともに毎年度減少しています。しか
し、国保世帯は、平均で前年度比約3.5％ず
つ減少しているのに対し、軽減世帯は平均
約1.4％ずつしか減少していないため、国保
世帯に占める軽減世帯の比率が微増する傾
向にありました。
　令和３年度は、新型コロナウイルスの影
響がある令和２年中の所得を使用して軽減
判定をするため、軽減対象者の増加が見込
まれます。

意見・質問
　給与費の減額の理由について。

回答
　令和２年人事院勧告に基づく一般職の国
家公務員の給与改定措置に準じて、令和２
年12月の期末・勤勉手当の支給割合を0.05
月分引き下げたことによります。

意見・質問
　保険料軽減対象者の増加とありますが、
これは、新型コロナの蔓延による所得など
の減少によるものですか。

回答
　令和２年度の軽減判定は、令和元年中の
所得を使用しています。新型コロナウィル
スの影響は令和２年２月以降に出るものと
想定されますので、軽減対象者の増加との
因果関係は考えにくいです。また、国保の
加入者数も、概ね例年どおりの傾向であ
り、顕著な増加はみられません。

意見・質問
　総括に一人当たり医療費は上昇の一途で
あるとありますが、上昇している理由はど
のようなことが考えられますか。

回答
　医療の高度化等により診療報酬が上昇し
ていることも影響していると思われるが、
高齢になるほど医療費が高くなる傾向にあ
る中、被保険者に占める高齢者の割合が依
然高いため、一人当たり医療費を押し上げ
る形になっています。

議題等へのご意見に対する回答書
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１　令和２年度特別会計国民健康保険費補正予算（第４号）（案）について

２　令和３年度特別会計国民健康保険費予算（案）について
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意見・質問
　歳入１款１項国民健康保険事業収入の令
和２年度当初予算8,166,588千円とP５の２
保険料収入の推移の額の差異について。

回答
　申し訳ございません。Ｐ５が誤りになり
ますので、8,166,588千円が正しいものとな
ります。

意見・質問
　総括の国民健康保険事業納付金における
後期高齢者支援金分と介護納付金分共に上
昇とあるが、その内容について。

回答
　後期高齢者医療制度及び介護保険制度の
負担分として、県から納付金として示され
ます。県は国から示された係数により算定
しており、どちらの制度においても給付費
が上昇していることから、求められる金額
が上昇しています。

意見・質問
　２．改正の概要(1)基礎控除額の変更の２
行目の「2,400万円超の場合は…」は、
2,500万円超ではないですか。

回答
　申し訳ございません。ご質問のとおり、
2,500万円超が正しいものとなります。

意見・質問
　被保険者の手続きにおける押印の廃止に
より、不正請求防止の観点からどのような
対応、対策を考えていますか。

回答
　国民健康保険申請手続きにおいて現在押
印を求めているが、実印による押印ではな
く、本人確認や証拠書類の信憑性としての
効果はあまり大きくありません。
 申請手続きにおいては、国民健康保険証や
免許証など写真付きの身分証明での本人確
認や、申請に必要な添付書類の確認を行っ
ています。
 審査を行う際には国の通知に基づき審査
し、疑義案件があるようであれば調査を行
うなど、医療費を適正に支給するよう取り
組んでおり、押印の有無に限らず、厳正な
審査を行っていくことが必要であると考え
ています。

意見・質問
　コロナ禍にあった令和２年度の特定健康
診査受診率に変化はありましたか。

回答
　令和元年度と比較して、受診率は減少し
ています。令和元年度は、１月27日時点で
の受診率が17.2％でありましたが、今年度
は１月27日時点の受診率が12.9%と4.3ポイ
ント減少しています。

４　被保険者の手続きにおける押印の廃止について

５　その他

３　横須賀市国民健康保険条例中改正（案）について
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意見・質問
　新型コロナウイルス感染を心配してPCR検
査を受けたいが、健康保険無加入のため、
検査を受けることを躊躇するという声をき
きました。この春（高校を）卒業して社会
に出ていく子ども達のことを考えてみた
時、健康保険・皆保険制度について学ぶ機
会はあっただろうかと不安になります。職
場を退職・転職していく中で、国保加入手
続きをすることなく、無保険になっていく
のではないかと。色々な場面での取り組み
がされていると思いますが、学校教育の最
後にも是非情報提供をお願いしたい。

回答
　中学校の社会科（公民）において、履修
しているものと認識しております。
　また、各健康保険において、脱退後の手
続き等を案内しているものと思います。
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